
必要な添付書類チェックリスト表　　　

書類名 確認 備考

事業認可申請書　（表）
○登記簿と面積が異なる場合は、登記簿の値
と実測地を下段（ ）で記入してください。
※実測値であれば、その根拠資料も添付

事業認可申請書　（裏）

○施行期間は、工程表の期間を記入してください
○工事実日数は、盛土工・整地工の日数を記入して
ください。
○審査日がおよそ２～３週間かかりますので、申請
受付日の翌日から休庁日を含まず１０日目の日から
を工程の初日以後にしてください。
〇土量を1.8m3/tで計算してください。よって総土量
を1.8を掛けてt数を算出してから、トラックの総台数
を算出した後、実日数で割ると一日台数となります。
少数点がでたら切上げでかまいません。

(１)　事業区域の位置図及び土砂等の搬入経路図

○位置図は、ゼンリン等を利用して周囲が判るもの
にしてください。○搬入路は、グーグルマップ等を利
用して事業区域と土砂採取場所が判るようにしてく
ださい。

(２)　現況平面図
○現況の図面です。
地番や、寸法、面積を記入してください。

(３)　事業計画図（平面図、断面図及び土留めその他の施設
図）

○構造物種類や延長も記入してください。
○断面図は、２点以上とり土量計算も記入して
ください。

(４)　構造図 ○ＣＢや、Ｌ型、水路、集水枡の構造図等

(５)　排水計画図
○青線で、排水方向を記入してください。
○自然浸透の場合は、必ずその旨を記入して
ください。

(６)　工程表
○申請書裏面の施工期間や、工事実日数の
算出基礎となりますので突合がつくようお願い
します。

(７)　土地登記簿謄本 ○原本です。

(８)　公図の写し及び周囲の利用状況図
○原本です。
○事業区域が判るよう色塗りをしてください。

(９)　申請者が事業区域の土地所有者でない場合にあっては、申請
者と当該土地所有者との契約書等権利関係を明らかにする書類の
写し

○土地売買契約書や賃借契約書等です。

(１０)　申請者（事業主・施工者）の住民票又は、法人登記簿謄本
○事業主と事業施工者ともに必要です。
○原本です。

（11）　道路、河川又は水路の占用許可書の写し
○土地改良区、耕地課、土木課等の写しをつ
けてください。

（12）　発生場所ごとの土砂等が第７条第１項第２号の基準を満たし
ていることを証明する証明書（公的機関発行のもの）

○証明書は検査項目の基準に満たしているも
ので、採取から３ヶ月以内のものです。

（13）　その他市長が必要と認める書類 ○着工前写真　等


